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金融インフラの整備（１）

24/7即時振込（全銀モアタイムシステム）の実現
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夜間、休⽇を含めて、１年３６５⽇、１⽇２４時間いつでも銀⾏
⼝座間の振込（受取⼈⼝座への⼊⾦）を可能とすること。

送⾦後、受け取った相⼿⽅が資⾦を即時に利⽤できること。



金融インフラの整備（２）

本日のメイントピック：金融EDIの活用に向けた
取り組み
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企業の受発注等に関する物流情報（商流情報）と決済情報（⾦流
情報）を連動させ、企業間で決済する際の取引関連データを電⼦的
に交換するための仕組み。

売掛⾦の消し込みを、従来の⼿作業ではなく、⾃動的に処理。こ
の結果、商品の受発注から資⾦の決済までの⼀連のプロセスを、す
べて電⼦化することによって、STP（⼀気通貫での事務処理）を実
現することができる。決済事務の効率化→⽣産性の向上に寄与する
ことが期待される。
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⾦流情報とKey情報
（固定⻑）

全銀EDI（ZEDI）システム

取引先企業がIB（インターネットバンキング）等を使って、XML
電⽂を送受信できるような仕組み。商流情報を預かる「クローク」
としての役割。
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今、なぜZEDI？

政府の⽅針

デジタル完結 データ駆動促進

・インボイス制度、
電⼦帳簿保存法への
対応

・⼈⼿不⾜への対応、
働き⽅改⾰

企業のニーズ・課題

・ノンバンク、資⾦
移動業者が参⼊する
下で、決済サービス
の⾼度化、デジタル
化の促進

・取引先データの利
活⽤を通じた付加価
値の提供

⾦融機関のニーズ・
課題

ZEDI

XML電⽂を使っ
て、豊富な取引
データの連携が

可能
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ZEDIの役割
川上（受発注）川中（請求）川下（決済）の現状

請求・決済データ連携の実現に向けた現状と足元の取組
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• 現状、上流工程である受発注・請求の取引においては、①デジタル化・データ化が進んでおらず、②手作業等のアナロ
グ処理が多く存在。この前提のもと、決済（ZEDI）へのデータ連携においても、③企業間でデータを連携するインセン
ティブがない、④会計ソフト等のZEDI対応が進んでいない、ベンダーと金融機関の連携が途上等といった複数の課
題が存在

• 2022年11月、デジタル庁より、わが国のデジタルインボイスの標準仕様（JP PINT）が公開。足元、仕様検討
フェーズから、ベンダーによる開発フェーズに移行。デジタルインボイス（JP PINT）を契機とした請求と決済の連携実現に
向けた具体的施策が必要との認識のもと、ZEDI利活用WGにおいて議論を実施

仕向銀行 被仕向銀行

支払企業（買い手） 受取企業（売り手）

発注
納品
受注

検品

全銀
システム

振込電文
（XML）

金融EDI

振込電文
（固定長）

金融EDI

振込電文
（固定長）

入出金明細
（XML）

Key情報

Key情報

紙・PDF（ 郵送・FAX・メール）

請求

見積

支払（振込）

請求

入金確認
入金消込

金融EDI
金融EDI

金融EDIKey情報

支払指示

Key情報

紙・PDF（郵送・FAX・メール）

ZEDI

④連携されていない

②④手作業

①②デジタル化・データ化が進んでいない

①②デジタル化・データ化が進んでいない

②窓口・
ATM

全銀ネット有識者会議（2023年１月16日）

受
発
注

請
求

決
済

出所︓全国銀⾏資⾦決済ネットワーク「全銀ネット有識者会議・事務局説明資料」（2023年1⽉16⽇）より抜粋
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ZEDIの役割
川中を起点（デジタルインボイス）とした一気通貫

でのデータ連携の実現

受
発
注

請
求

請求・決済データ連携における協調領域と考えられる対応
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仕向銀行 被仕向銀行

支払企業（買い手） 受取企業（売り手）

発注
納品
受注

検品

全銀
システム

振込電文
（XML）
金融EDI

振込電文
（固定長）

金融EDI

振込電文
（固定長）

入出金明細
（XML）

Key情報

Key情報

EDI
（業界EDI・中小企業共通EDI等）

請求
(デジタルインボイス発行)

見積

支払（振込）

Peppolネットワーク

入金確認
入金消込

アプリケーション

金融EDI
金融EDI

金融EDIKey情報

支払指示

Key情報

デジタルインボイス
（JP PINT）

ZEDI

①
①

① ①

①
②③②③

④⑤

日本におけるPeppol Service Providerとして
21社（国内6社・外資系15社）が認定（12/23現在）

10/28、
Ver1.0が公表

請求
(デジタルインボイス受領）

① ベンダーの開発負担軽減・相互運用性を実現するための決済領域のデータ標準化（金融EDI情報標準の策定）
② 複数の金融機関との取引を有する企業が抱える多画面問題を解消（事務負担軽減）するための取組み
③ 企業のデジタル化・DX化を促進するための対応（金融機関による、取引先企業のデジタル・DX支援等）
④ 受発注・請求から決済へのデータ連携に係るロールモデルの創出と横展開
⑤ ベンダーによる請求・決済データ連携開発の促進とデータ連携に係る企業へのインセンティブやエンフォースメント

（個別企業の取組みにとどまらず、業界単位等面的な促進が必要）

• 助成プロジェクトの公募結果等を踏まえると、ZEDIがデジタルインボイス（JP PINT）に関連するソフト・サービスに組み
込まれ、デジタルインボイスの導入を契機とした請求・決済のデータ連携の実現に向けた取組みが進展しつつある状況

• 受発注・請求に関するデータをZEDIに連携することで、入金消込業務等の自動化・効率化に伴うコスト削減・生産
性向上が期待される。また、取引のデジタル完結および川上から川下への一貫したデータ連携の実現に伴い、蓄積さ
れたデータの利活用が期待される。足元の取組みを持続的なものとするため、請求・決済のデータ連携における協調領
域と考えられる対応を以下のとおり整理

全銀ネット有識者会議（2023年１月16日）

アプリケーション

出所︓全国銀⾏資⾦決済ネットワーク「全銀ネット有識者会議・事務局説明資料」（2023年1⽉16⽇）より抜粋

決
済
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デジタルインボイス（JP PINT）を前提とした
金融EDI情報の標準化

デジタルインボイス（JP PINT）を前提とした金融EDI
情報標準の策定に向けた検討状況

ZEDI
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• 業界等に依拠しないデジタルインボイスの標準仕様（JP PINT）が請求領域において策定される中、決済領域におい
ても、JP PINTに対応した金融EDI情報の標準化を図ることで、特定の業界や会計ソフト等に依存することなく、
ZEDIを利用したデータ連携による消込処理等の対応が進むことが期待

• 開発担当者交流会に参加のベンダー等からの意見（次頁参照）も踏まえ、現在、JP PINTに対応した金融EDI情報
標準として「DI-ZEDI（ディーアイ ゼディ）」を検討中（現時点の項目案は以下のとおり）。今年度中の策定・対外
公表を目指し、関係者と緊密に連携し、引き続き検討。なお、助成先にも連携済であり、状況に応じて、DI-ZEDIを前
提とした開発を依頼することも想定

• 全銀ネットにおいて金融EDI情報標準登録制度を設け、各業界等から自業界等で取りまとめた金融EDI情報の登録
を可能としている。現状、全銀ネットにおいては業界横断的な金融EDI情報である「S-ZEDI」を登録しているところ、活
用は低調。今後のデジタルインボイス（JP PINT）の進展を見据え、ベンダーの開発負担を低減し、かつ社会的
な浸透を推し進める観点からは、既存の「S-ZEDI」（18項目）を発展的に解消し「DI-ZEDI」に一本化していく
方向が望ましいと整理

JP PINT対応の金融EDI情報標準（DI-ZEDI）の項目案 入力 項目属性
業界区分 任意 半角英数３文字
データ区分 任意 半角英数３文字
請求書番号 <IBT-001：Invoice number> 必須 全半角40文字以内
請求書発行日 <IBT-002：Invoice issue date> 必須 半角数字８文字
請求金額（税込） <IBT-112：Invoice total amount with TAX> 必須 半角数字10文字以内
売手企業の登録番号 <IBT-031：Seller TAX identifier> 必須 半角英数字14文字
買手企業の登録番号 <IBT-048：Buyer TAX identifier> 任意 半角英数字14文字
備考（振込に関する買手企業の連絡先等を入力） 任意 全半角140文字以内
※<>内は、情報項目に対応するJP PINTにおける「Semantic model」における「Id」欄と「Business Term」欄を記載の内容

全銀ネット有識者会議（2023年１月16日）

出所︓全国銀⾏資⾦決済ネットワーク「全銀ネット有識者会議・事務局説明資料」（2023年1⽉16⽇）より抜粋
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ZEDIの利用状況
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注︓2018-22年度については、年度計数を⽉次に変換。
出所︓全国銀⾏資⾦決済ネットワーク「全銀EDIシステム取扱⾼等統計」
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金融EDIのさらなる活用に向けて
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•「コンシェルジュ」機能の発揮

•取引先のミクロ情報を活⽤した経営
⽀援、需資の掘り起こし

⾦融機関

•バックオフィスに⽌まらない事務の
効率化

•サプライチェーンの改善

企 業

⽀
援


